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東
日
本
大
震
災
後
、
電
力
株
の
価
値
は
大
き
く
毀
損
し
た
。
11
年

３
月
10
日
の
時
価
総
額
は
、
電
力
10
社
と
電
源
開
発
の
11
社
合
計
で

約
11
・
５
兆
円
あ
っ
た
が
、
12
年
末
時
点
で
は
５
兆
円
弱
へ
大
き
く

減
少
し
た
。
株
式
市
場
が
各
社
を
「
企
業
の
収
益
力
が
損
な
わ
れ
株

主
還
元
も
見
込
め
ず
、
過
去
の
よ
う
な
安
定
し
た
世
界
に
戻
れ
な
い
」

と
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
要
因
は
、
①
原
子
力
の
停
止
に
よ
る

収
支
の
悪
化
、
②
安
定
配
当
の
不
安
定
化
、
③
電
力
業
界
の
構
造
的

な
変
化
―
の
３
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
失
っ
た
企
業
価
値
を
取

り
戻
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
成
否
は
電
力
業
界
や
各
社
が
、
新

し
い
世
界
へ
ど
の
よ
う
に
適
応
す
る
か
に
懸
か
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

筆
者
は
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
主
に
財
務
の
観
点
か
ら
電
力

業
界
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

１　

震
災
前
に
起
き
て
い
た
環
境
変
化

　

電
力
業
界
は
「
震
災
後
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
」
と
捉
え
ら
れ

が
ち
だ
が
、
私
は
震
災
前
に
起
き
た
２
つ
の
変
化
に
注
目
し
て
い
る
。

　

第
一
の
変
化
は
、
原
子
力
の
稼
働
率
低
下
で
あ
る
。
02
年
の
東
京

電
力
に
よ
る
不
適
切
な
取
り
扱
い
、
07
年
の
北
陸
電
力
の
臨
界
事
故

な
ど
の
事
後
発
覚
が
不
信
を
招
い
た
。
加
え
て
近
年
、
国
内
で
は
２

年
に
１
度
の
周
期
で
原
子
力
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
地
震
が
発

生
し
て
い
る
（
05
年
＝
宮
城
県
沖
地
震
、
07
年
＝
新
潟
県
上
中
越
沖

地
震
、
09
年
＝
駿
河
湾
地
震
、
11
年
＝
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）
。

こ
れ
ら
が
不
安
要
素
と
な
り
、
原
子
力
に
対
す
る
審
議
や
同
意
の
手

続
き
が
、
よ
り
細
か
く
慎
重
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ち
な
み
に
、
今
年
13
年
は
前
述
し
た
２
年
に
１
度
の
地
震
周
期
に
該

当
す
る
が
、
地
震
被
害
の
無
い
こ
と
を
心
か
ら
願
う
。
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第
２
の
変
化
は
、
燃
料
費
の
高
騰
で
あ
る
。
新
興
国
の
経
済
成
長

に
伴
う
需
要
急
増
で
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
04
年
か
ら
上
昇

し
て
い
る
。
燃
料
費
調
整
制
度
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
部
分
も
あ
る
と
は

い
え
、
料
金
届
出
時
の
電
源
構
成
よ
り
も
原
子
力
の
発
電
量
が
低
下

し
て
し
ま
う
と
回
収
不
足
が
発
生
し
、
収
支
の
悪
化
要
因
と
な
る
。

　

こ
の
２
つ
の
環
境
変
化
に
対
し
、
本
来
は
電
気
料
金
値
上
げ
で
国

民
負
担
を
増
や
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
。
原
子
力
の
維
持
に
は
安

全
対
策
の
費
用
が
か
か
る
。
安
全
運
転
の
結
果
と
し
て
原
子
力
稼
働

率
が
低
下
す
る
な
ら
、
代
替
火
力
の
発
電
量
が
増
え
る
。
燃
料
価
格

が
高
騰
し
て
い
る
な
ら
、
燃
料
費
が
大
幅
に
増
え
る
。
こ
れ
を
現
行

の
電
気
料
金
で
賄
え
な
け
れ
ば
値
上
げ
に
至
る
―
と
い
う
わ
け
だ
。

　

07
年
頃
か
ら
の
燃
料
費
高
騰
に

対
し
電
力
各
社
は
、
08
年
の
届
出

で
燃
料
費
調
整
単
価
の
テ
ー
ブ
ル

を
変
更
し
て
乗
り
切
っ
た
。
当
時

は
各
社
の
営
業
費
用
に
占
め
る
燃

料
費
の
割
合
が
拡
大
し
、
06
年
届

出
時
の
原
価
構
成
で
は
燃
料
費
調

整
分
を
算
入
し
て
も
回
収
不
足
は

必
至
の
状
況
だ
っ
た
。
そ
こ
で
各

社
は
08
年
届
出
で
、
料
金
原
価
に

占
め
る
燃
料
費
の
割
合
・
種
別
の

構
成
比
を
変
更
し
、
不
足
分
を
解

消
し
た
の
で
あ
る
。
10
社
の
電
気

事
業
営
業
利
益
は
、
08
年
度
の
0.3

兆
円
か
ら
09
年
度
の
１
兆
円
へ
回

復
し
た
と
は
い
え
、
06
年
度
の
1.6
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兆
円
を
下
回
る
（
図
１
）
。
こ
れ
は
、
国
民
が
払
う
べ
き
負
担
を
各

社
が
肩
代
わ
り
し
た
に
等
し
く
、
現
在
も
ま
た
同
じ
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

「
元
々
安
過
ぎ
た
」
と
経
産
相
が
見
解

　

12
年
11
月
、
関
西
電
力
と
九
州
電
力
が
値
上
げ
申
請
を
行
い
、
四

国
電
力
と
東
北
電
力
も
値
上
げ
の
検
討
を
開
始
し
た
。
申
請
に
は
、

今
後
３
年
間
の
見
通
し
と
し
て
、
一
定
の
原
子
力
稼
働
を
織
り
込
ん

で
い
る
。
再
稼
働
の
有
無
は
、
政
治
や
原
子
力
規
制
委
員
会
の
判
断

で
変
動
す
る
た
め
各
社
の
自
助
努
力
で
は
解
決
で
き
ず
、
収
支
上
の

リ
ス
ク
要
因
と
な
る
。
想
定
ど
お
り
の
原
子
力
発
電
量
が
得
ら
れ
な

い
場
合
、
再
値
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
原
価
に
占
め
る

燃
料
費
が
大
き
過
ぎ
る
た
め
、
人
件
費
な
ど
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
進

め
て
も
限
界
が
あ
る
。
修
繕
費
の
削
減
や
設
備
投
資
の
先
送
り
が
一

層
進
ん
だ
と
し
て
も
、
安
全
対
策
が
後
退
す
れ
ば
本
末
転
倒
だ
。

　

枝
野
幸
男
経
産
相
は
昨
年
11
月
「
元
々
（
電
気
料
金
は
）
お
か
し

な
く
ら
い
安
過
ぎ
た
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス

ト
な
ど
原
子
力
に
関
す
る
会
計
的
な
認
識
範
囲
が
小
さ
い
こ
と
を
指

摘
し
た
―
と
す
る
報
道
も
あ
る
が
、
逆
説
的
に
は
、
そ
れ
だ
け
料
金

を
抑
制
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。
安
過
ぎ
た
と
い
う
認
識
な
ら
「
応

分
の
負
担
が
必
要
」
に
帰
結
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

　

株
式
市
場
か
ら
の
観
点
で
は
、
も
っ
と
早
い
段
階
で
値
上
げ
を
行

い
、
財
務
へ
の
悪
影
響
を
軽
減
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。
特
に
海
外

の
投
資
家
は
、
な
ぜ
原
子
力
を
動
か
し
て
利
益
を
生
ま
な
い
の
か
、

な
ぜ
値
上
げ
で
収
支
を
健
全
化
し
な
い
の
か
と
震
災
直
後
の
段
階
か

ら
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
、
東
京
電
の
賠
償
負
担
に
つ
い
て
は
、
日

本
全
体
で
追
加
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
燃
料
費
３
兆
円
を
使
え
ば
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良
か
っ
た
の
に
、
な
ぜ
国
富
を
流
出
さ
せ
る
よ
う
な
判
断
を
す
る
の

か
と
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
結
局
、
日
本
人
が
論
理
的
な
判
断
よ
り

感
情
を
重
視
し
て
し
ま
っ
た
結
果
の
不
合
理
で
あ
ろ
う
。
政
治
家
が

判
断
で
き
な
か
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
株
式
市
場
と
し
て
は
、

企
業
の
経
営
陣
に
も
、
よ
り
主
体
的
な
決
断
を
求
め
て
や
ま
な
い
。

　

２　

発
電
と
小
売
の
競
争
力
強
化

　

震
災
後
の
環
境
変
化
で
、
電
力
業
界
へ
の
影
響
が
大
き
い
の
は
、

原
子
力
の
位
置
付
け
と
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
２
つ
で
あ
る
。

　

原
子
力
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
は
難
し
い
課
題
だ
が
、
私
は
原
子

力
を
国
民
共
有
の
財
産
と
し
て
再
定
義
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
原
子

力
規
制
委
員
会
が
安
全
性
を
確
認
し
た
原
子
炉
は
稼
働
さ
せ
、
安
定

供
給
と
燃
料
費
抑
制
の
大
切
な
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
、
国

民
の
利
益
と
な
る
。
原
子
力
に
対
す
る
意
見
が
多
様
化
し
て
い
る
な

か
で
は
、
価
値
の
共
有
に
よ
る
融
和
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
は
、
電
力
会
社
の
事
業
形
態
を
大
き

く
変
え
る
節
目
と
な
る
だ
ろ
う
。
自
由
化
で
競
争
が
促
進
さ
れ
、
新

規
参
入
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
、
需
要
家
は
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト

が
得
ら
れ
る
。
電
力
各
社
は
、
改
革
で
一
方
的
に
攻
め
ら
れ
る
の
で

は
な
く
、
経
営
戦
略
の
巧
拙
に
よ
り
明
暗
が
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
電
力
各
社
の
優
勝
劣
敗
は
、
発
電
と
小
売
の
競
争
力
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
懸
か
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

需
要
サ
イ
ド
の
自
由
化
で
は
、
設
備
形
成
を
前
提
と
す
る
競
争
は

導
入
に
時
間
が
か
か
る
。
新
電
力
は
十
分
な
供
給
力
を
有
し
て
お
ら

ず
、
電
源
の
構
築
に
は
費
用
と
時
間
を
要
す
る
。
従
っ
て
、
供
給
力

の
主
体
を
一
般
電
気
事
業
者
が
担
う
構
図
は
当
面
変
わ
ら
な
い
。
ま
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た
、
エ
リ
ア
外
の
他
電
力
か
ら
購
入
を
希
望
す
る
需
要
家
が
い
て
も
、

託
送
料
や
周
波
数
変
換
の
コ
ス
ト
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
安
価
な

電
力
を
簡
単
に
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
競
争
が
進
展

　

一
方
、
短
期
的
に
競
争
が
起
こ
せ
る
分
野
と
し
て
は
料
金
メ

ニ
ュ
ー
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
携
帯
電
話
の
競
争
で
は
、
従
量

制
か
ら
定
額
制
へ
の
多
様
化
、
長
期
間
契
約
を
前
提
と
し
た
割
引
策
、

他
社
か
ら
の
契
約
変
更
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
―
な
ど
が
生
み

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
手
持
ち
の
設
備
を
、
い
か
に
活
用
す
る
か

と
い
う
ア
イ
デ
ア
勝
負
の
面
が
あ
る
。
先
行
企
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に
他

社
が
類
似
サ
ー
ビ
ス
で
追
随
す
る
と
同
質
化
す
る
懸
念
も
あ
る
が
、

電
力
業
界
で
も
今
後
は
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。

　

携
帯
電
話
の
例
で
は
、
「
バ
ー
チ
ャ
ル
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」
と
呼

ば
れ
る
移
動
体
通
信
の
イ
ン
フ
ラ
を
持
た
な
い
事
業
者
が
キ
ャ
リ
ア

会
社
か
ら
回
線
枠
を
取
得
し
、
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
と
サ
ー
ビ
ス
で
顧

客
を
獲
得
し
て
い
る
。
電
力
自
由
化
で
も
同
様
の
事
業
者
が
電
力
会

社
か
ら
電
力
量
を
取
得
し
、
独
自
に
販
売
す
る
こ
と
が
起
こ
り
得
る
。

電
力
会
社
に
と
っ
て
は
、
エ
リ
ア
外
に
サ
ー
ビ
ス
網
を
構
築
せ
ず
と

も
販
売
量
を
拡
大
で
き
、
卸
売
事
業
の
展
開
が
可
能
と
な
る
。

　

供
給
サ
イ
ド
の
自
由
化
で
重
要
に
な
る
の
は
、
火
力
の
競
争
力
に

尽
き
る
。
コ
ス
ト
競
争
力
は
、
燃
料
価
格
、
燃
費
（
消
費
量
抑
制
）
、

プ
ラ
ン
ト
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
（
建
設
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

コ
ス
ト
抑
制
）
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
。
石
炭
火
力
は
競
争
力
の

あ
る
電
源
だ
が
、
環
境
規
制
が
厳
し
く
建
設
は
容
易
で
は
な
い
。
た

だ
し
、
中
国
電
力
・
三
隅
火
力
２
（
40
万
㎾
）
、
東
北
電
力
・
能
代
火
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力
３
（
60
万
㎾
）
、
九
州
電
力
・
松
浦
火
力
２
（
１
０
０
万
㎾
）
な
ど
、

供
給
計
画
に
入
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
長
期
間
未
着
工
の
設
備
は
、

将
来
の
競
争
力
確
保
の
た
め
に
開
発
を
急
ぐ
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

従
来
、
各
社
の
設
備
形
成
は
、
自
社
エ
リ
ア
の
需
要
に
見
合
う
供

給
力
を
確
保
す
る
た
め
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
他
社
エ
リ
ア

へ
の
供
給
向
け
に
行
う
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
例
え
ば
、
東
京
電
力

は
入
札
電
源
で
石
炭
火
力
を
募
集
し
て
い
る
が
、
石
炭
火
力
は
鉄
鋼

会
社
な
ど
限
ら
れ
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
し
か
参
入
で
き
な
い
分
野
と
な
る

だ
ろ
う
。
競
争
力
確
保
の
た
め
に
も
各
社
は
、
ま
ず
自
社
の
石
炭
火

力
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

３　

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
拡
大
と
多
様
化

　

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
は
、
各
種
電
源
の
な
か
で
も
新
電
力
が
参
入
し
や
す

い
分
野
と
考
え
ら
れ
る
。
電
力
各
社
の
対
抗
策
は
、
燃
料
調
達
の

工
夫
に
よ
る
燃
料
価
格
抑
制
と
高
効
率
設
備
に
よ
る
燃
費
抑
制
と
い

う
、
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

従
来
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
調
達
は
、
安
定
供
給
を
重
視
し
て
長
期
契
約
に
よ

る
数
量
確
保
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
昨
年
行
わ
れ
た
東
京
電
の

料
金
値
上
げ
の
審
査
過
程
で
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
取
引
価
格
が
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
天
然
ガ
ス
価
格
に
比
べ
割
高
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
政
府
や

需
要
家
の
意
識
が
強
ま
り
、
各
社
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
調
達
価
格
の

抑
制
に
努
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
方
策
と
し
て
、
①
ス
ポ
ッ

ト
調
達
の
活
用
、
②
調
達
方
法
の
多
様
化
―
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

①
で
は
、
こ
れ
ま
で
Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
要
の
約
９
割
を
長
期
契
約
が
占
め

て
い
た
が
、
今
後
は
長
期
契
約
の
構
成
比
が
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
震
災
後
に
急
増
し
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
要
で
は
、
長
期
契
約
の
フ
レ
キ



第６８８５号平成２５年１月４日（金） 電 力 時 事 通 信 第三種郵便物認可

転載・複製禁止　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ 8－

シ
ビ
リ
テ
ィ
（
追
加
調
達
）
に
加
え
て
ス
ポ
ッ
ト
調
達
が
拡
大
し
、

各
社
は
ス
ポ
ッ
ト
調
達
の
活
用
に
関
す
る
経
験
・
実
績
を
蓄
積
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
政
府
は
14
年
度
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
先
物
取
引
市

場
を
国
内
に
創
設
す
る
予
定
で
、
今
後
は
需
給
に
基
づ
い
た
ス
ポ
ッ

ト
価
格
の
形
成
と
取
引
量
拡
大
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
が
昨
年
12
月
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ガ

ス
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
出
を
容
認
す
る
報
告
書
を
公
表
し
た
こ
と
も
注
目
さ

れ
る
。
液
化
や
輸
送
の
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、
極
端
な
安
価
で
得
ら

れ
る
こ
と
は
想
定
し
難
い
が
、
日
本
の
調
達
価
格
や
数
量
が
一
層
多

様
化
す
る
た
め
、
既
存
契
約
へ
の
交
渉
条
件
が
改
善
す
る
だ
ろ
う
。

　

②
で
は
、
新
た
な
調
達
源
と
し
て
の
北
米
産
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
登

場
や
、
調
達
契
約
に
お
け
る
原
油
価
格
連
動
を
外
そ
う
と
い
う
動
き

な
ど
が
あ
る
。
昨
年
の
事
例
で
は
、
○
東
京
電
力
が
需
要
の
半
分
に

当
た
る
１
０
０
０
万
ｔ
を
軽
質
ガ
ス
に
す
る
こ
と
、
○
中
部
電
力
と

大
阪
ガ
ス
が
共
同
で
米
国
フ
リ
ー
ポ
ー
ト
の
液
化
権
利
４
４
０
万
ｔ

を
得
た
こ
と
、
○
関
西
電
力
が
Ｂ
Ｐ
か
ら
天
然
ガ
ス
価
格
連
動
で
50

万
ｔ
を
確
保
し
た
こ
と
―
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
な
る
多
様
化
の
兆
し

が
見
え
た
印
象
だ
。
今
後
、
既
存
契
約
の
更
新
時
に
交
渉
を
優
位
に

進
め
る
材
料
に
な
る
と
期
待
で
き
る
。

　

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
に
は
ボ
イ
ラ
式
と
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
が
あ
り
、
前
者
の
熱
効

率
約
42
～
45
％
に
対
し
、
後
者
は
約
51
～
59
％
と
燃
料
が
２
割
程
少

な
く
済
む
。
各
社
は
、
ボ
イ
ラ
式
を
960
～
990
年
代
に
計
２
７
０
０
万

㎾
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
を
980
～
10
年
代
に
計
３
７
０
０
万
㎾
設
置
。
970
年
代

に
多
く
作
ら
れ
た
ボ
イ
ラ
は
更
新
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ

へ
の
更
新
で
高
効
率
の
電
源
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

　

各
社
の
12
年
度
供
給
計
画
に
よ
る
と
、
18
年
度
ま
で
に
運
開
予
定

の
設
備
は
計
１
１
６
０
万
㎾
だ
が
、
こ
れ
ら
は
入
札
電
源
の
対
象
外
と
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な
る
。
自
前
で
競
争
力
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
こ
こ
ま
で
で
、
以

降
は
競
争
入
札
で
設
備
形
成
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
入

札
制
度
の
導
入
前
に
電
源
構
成
を
最

適
化
し
て
い
る
企
業
が
優
位
に
立
つ
。

例
え
ば
、
中
部
電
力
は
今
後
、
上
越

火
力
（
計
２
３
８
万
㎾
）
、
西
名
古
屋

火
力
（
計
２
３
２
万
㎾
）
の
完
成
で

高
効
率
電
源
の
構
成
比
が
向
上
す
る
。

ま
た
、
東
北
電
力
と
東
京
電
力
の
緊

急
設
置
電
源
は
、
一
部
を
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ

の
恒
久
電
源
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

先
の
衆
議
院
総
選
挙
を
経
て
新
し

い
政
治
の
枠
組
み
が
発
足
し
た
が
、
従
来
の
政
府
方
針
で
進
め
ら
れ

て
い
た
原
子
力
の
取
り
扱
い
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
、
総
括
原
価
方

式
の
見
直
し
、
東
京
電
力
の
賠
償
ス
キ
ー
ム
と
い
っ
た
制
度
の
大
枠

は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
ま
で
以
上
に

現
実
的
な
対
応
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
停
滞
感
は
払
拭
さ
れ
て
い
く
。

一
方
で
、
社
会
の
厳
し
い
目
も
ま
た
不
変
で
あ
る
。
電
力
業
界
が
健

全
な
方
向
へ
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
社
会
と

の
対
話
、
す
な
わ
ち
透
明
性
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。　

（
了
）

　

森　

貴
宏
（
も
り
・
た
か
ひ
ろ
）　

大
阪
大
医
学
部
・
同
大
学
院
医
学
系
研
究
科
修

士
課
程
修
了
。
01
年
、
野
村
證
券
入
社
後
は
一
貫
し
て
ア
ナ
リ
ス
ト
業
務
に
携
わ
り
、

医
薬
品
・
医
療
機
器
、
食
品
・
た
ば
こ
部
門
を
担
当
。
07
年
、
メ
リ
ル
リ
ン
チ
日
本

証
券
入
社
。
現
在
、
造
船
・
プ
ラ
ン
ト
、
電
力
・
ガ
ス
・
石
油
部
門
を
担
当
。


